
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《園長の言葉》                                                                       令和 8年度 認定子ども園竜光保育園 第 734 号 

 梅雨が明けた途端、連日強い日差しが照りつけ、全国各地で「熱中症警戒アラート」が発令、さらには今年から《酷暑日》と言われるように

なった最高気温が４０度以上の地点も相次ぎ、日本列島が災害級の暑さとなっています。言わずもがなですが、こまめな水分・塩分補給など、

万全な熱中症対策をご家庭でも心がけ下さい。そんな暑さの中でも、先月の当園夕涼み会には多くのご参加をいたたぎ有難うございました。保

護者会役員をはじめ多くの保護者の皆様のご協力により、素晴らしい夏のひと時となりました。重ねて御礼申し上げます。 

さて、私たちが生まれてくるためには、両親、祖父母、曾祖父母といのちのつながりがあったからこそですが、さらに御先祖様を遡っていく

と、10 代遡ると「1024 人」、20 代遡るとなんと「104 万 8576 人(もう北九州市の人口を超えています!)」、そして 27 代遡るとなんと日本人の人

口をはるかに超える「１億 3421 万 7728 人!」にもなるそうです(※ちゃんと計算方法があります)。こうなると他人と思っている方々も、どこ

かで何かしらのご縁で結ばれているという考え方もできます。そして当然のことながら、この中で誰一人欠けたとしても、私たちは今ここに存

在しません。はじめてこの数字を知った時、こんなに多くのいのちのつながり・バトンタッチがあって、自分が今ここにあるのだと感慨深げに

思ったものです。 

お盆を迎えるこの時期は、そんないのちのつながり・バトンタッチの中で私のいのちのルーツについて考え、同時に、家族や親族、有縁の

方々さらには周囲にも、感謝の思いをはせる時間だと思います。祖父母の皆様にも会う機会が増えてくるこの期間、このいのちのバトンタッチ

をこれからも大切にし、続けていけるよう皆様で語って頂けたらと思うばかりです。 

 

８月の行事予定 

8 月 4日(火)竜光のんの広場(園開放) 

 〃  硬筆教室(梅組) 

5 日(水)英語教室(桜・梅組) 

6 日(木)ダンス教室(桜・梅組) 

9 日(木)体操教室(桜・梅・桃組) 

18 日(火)硬筆教室(桜組) 

19 日(水)英語教室(桜・梅組) 

20 日(木)避難訓練 

25 日(火)毛筆教室(桜組) 

27 日(木)誕生会 

     

《さくら組》 

 先月から始まったプール・水遊びに興味津々の子どもたち。水を怖がることなく、夏の遊びを楽しんでいます。汗を拭いたり、水分補給をしなが 

ら遊んでいきたいと思います。また、少しずつ運動会に向けての練習も楽しみながら行っていきます。 

《うめ組》 

 先月から始まったプール遊びではにぎやかな声が響きわたり、子どもたちは夢中になっています。夏ならではの活動を満喫しながら、水分補給や

休息をしっかり取り、体調に十分気をつけながら過ごししていきたいと思っています。 

《もも組》 

 大きなプールでの遊びに、水を怖がることもなく楽しみながら参加しています。友だちとの関わりも増え、声をかけ合いながら一緒に遊ぶ姿も多

く見られています。まだまだ暑い日が続きますが、水分補給を行い夏ならではの遊びを楽しみながら過ごしていきます。 

《たんぽぽ組》 

 暑い日が続いていますが、水遊びを楽しみにしている子どもたち。自分で服を脱いだり、身の回りのことにも挑戦しています。水分補給をしなが

ら、夏ならではの遊びを取り入れていきたいと思います。 

《すみれ 1歳児組》 

 夏本番を迎え、子どもたちは暑さに負けずに元気いっぱい!玩具を使って水をすくったり、体にかけてみたりしながら、水に触れることを楽しん

でいます。水分補給を十分にし体調管理に気をつけながら、夏ならではの遊びを楽しみたいと思います。 

《すみれ０歳児組》 

 新しいお友だちも増え、にぎやかになりました。歩行や“ずりばい”など、探索範囲も広がってきています。沐浴にも少しずつ慣れ、水の感触や

心地よさを感じながら楽しむことができています。体調に気をつけながら、水遊びを楽しみたいと思います。 
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